
旋削

熱処理工程

外輪熱処理

内輪熱処理

旋削または鍛造により、リングの状態に加工し、
外輪・内輪の内面、軌道面などを削ります。

硬さと靭性を
与えます。

外輪材料 外径粗加工
突切り

軌道面、
面取り加工

鍛造

加熱 切断

外輪

ダイロール

外輪

内輪

内輪 外輪

内輪

孔抜き（目抜き） 外内輪分離

転造（CRF） 旋削

内輪材料
出荷完成・包装工程組立工程

洗浄後、外・内輪、ボールを組み合わせ、
保持器を挿入し、リベットを加締めます。

グリースを封入しシール（シールド）で密封した後、
全数検査を行いお客様のご要望に合わせて包装します。

納期遵守で
お客様へ。

単体
洗浄

単体
洗浄

研削工程

外輪・内輪の両側面、外面、軌道面、内面などを研削し、精度をつくり上げていきます。
軌道面の超仕上げでは、粗さを小さくするための仕上げを行います。その他、
各工程ごとに様々な角度から軸受の検査を行い、品質を確保しています。

側面研削 外面研削 みぞ研削 超仕上げ内面研削

内輪軌道面
研削

内輪内面
研削

組み合わせ
ボール入れ 保持器挿入

グリース
封入

洗浄 シール
(シールド)
挿入

完成 包装

※ピンク色（例：　）は砥石を示します。

内輪軌道面
超仕上げ

外輪軌道面
超仕上げ

内輪側面
研削

外輪側面
研削

外輪外面
研削

外輪軌道面
研削

NSK製品の基礎知識

ころ軸受（Roller Bearing）玉軸受（Ball Bearing）
産業のコメと呼ばれるベアリング（軸受）。ベアリングは、私たちの身近なところで驚

くほどたくさん使用されています。▶ P.5 社会を支えるNSK

ベアリングのつづりは、“bearing”で、“bear”には「支える」という意味があります。
日本語では、「軸受（じくうけ）」と呼ばれていますが、これはくるくる回転する軸をベア
リングが「（受け）支えている」という理由からです。

ベアリング（軸受）

ベアリングは摩擦を減らし、効率良くパワーを伝えることができ、省エネに貢献してい
ます。これが「ベアリングは地球環境にやさしい」といわれる理由です。

機械が働く効率を
高める

1 機械の寿命を
長くする

2 焼き付きを防ぐことで
機械の故障を減らす

3

ベアリングは、機械の回転運動の摩擦を減らす働きをします。
摩擦を減らすことで生まれる主なメリットは、以下の3つが挙げられます。 保持器

内輪

転動体［ころ］

外輪

転動体［玉］

外輪

保持器

内輪

ベアリングの基本構造はとてもシンプルで、外輪、内輪、転動体、そして保持器の4つの要素から成り立っています。

構造

ベアリングに関する知識を深められる
ウェブコンテンツは、こちらからご覧ください。 ▶ 

ベアリングの主な製造工程

ベアリングを使うと…
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https://www.nsk.com/jp-ja/company/introduction-bearings/
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熱処理・研削工程旋削 組立工程

完成・包装工程

出荷

研削加工旋削 熱処理
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材料切断

熱処理前切削

材料切断 外径切削 内径切削 ボール溝切削 熱処理 レーザーマーキング 外径研削 ボール溝研削

熱処理

軸端部切削

軸とナット、ボール、
循環部品などを
組立工程に投入

ボール詰め

納期遵守で
お客様へ。

円筒研削

ボール溝部
研削

洗
浄
／
工
程
検
査

洗
浄
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工
程
検
査

グリース塗布後に
脱気包装

※ピンク色（例：　）は砥石を示します。

測定／検査／洗浄

梱包

ボールねじは、ベアリングの原理を応用したボールを使用した低摩擦機構と、ねじ
機構としての特性を併せ持つ製品です。工作機械をはじめ、各種ロボット、FA、OA機
器、半導体関連機器、産業機械、医療関連機器などで幅広く使用されています。
軸が回るとナットの中のボールが転がり、ナットが軸の方向に真っすぐ動きます。

ナットの中のボールは、転がり接触なのでムダなエネルギーを使わずにモーターなど
の回転する力を直線の動きに変えることができます。

構造 動きのイメージ

ボール ねじ軸ナット

ボールねじのボール循環機構（リターンチューブ式）

ボールねじ

機械部品を加工する工作機械においては、「精密な位置決め」が活かされています。

非常に微細な動きを
活かした「精密な位置決め」

1 軽い回転力によって大きな力を
発生させることができる「力の伝達」

2

ボールねじは、回転運動を直線運動に変換することができる製品です。
用途は、大きく２つに分けることができます。

ボールねじを使うと…

ボールねじの主な製造工程

動画は、こちらから
ご覧ください。 ▶ 
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https://www.youtube.com/watch?v=JiKUbsIgpVk



